
平成１８年度「しまね学力向上プロジェクト」の概要

小・中学校 高等学校

・平成１６年の調査により、様々な課題が判明 ・高校入学時の学力が年々低下する傾向。背
加えて、「勉強の仕方」が分からない生徒が増加。（例） 全国に比べて家庭学習時間が少ないこと、 景

数学の理解度に個人差が大きいこと など。 ・学力低下 大学入試 資格取得等 影響。が や に徐々に

学力の実態をより正確に把握するとともに、
小・中・高校が一体となった学力向上対策を実施します。

★ 事業の内容 ★

○小・中学校 ●高校 小・中・高校共通
（１）学力の把握・分析と周知・啓発

小学校 → 中学校 → 高等学校

○ 全県学力調査の一斉実施（ 島根県学力調査 【５月】 ● 学力に関する状況調査
把

「 」）

小３から中３までの、全児童生徒を対象に実施します。 文書による調査と、学校訪問による
握

・ ・

（前回の平成１６年１月調査は、小６と中３の２０％だけが対象。） 直接調査を行います。
・

教科の学力に加え、学習習慣や生活状況、意識等も調査します。 業者による全国模試の情報なども
分

・ ・

民間業者を活用し、 積極的に入手し、分析します。
析

・ 全国水準と比較できるデータを入手します。

（※１７年度に引き続き実施）・児童生徒一人ひとりに結果を返し、個別指導に役立てます。

○ 学力調査結果説明会【７～８月】 ● 学力向上対策リスト周
各高校の特色ある学力向上対策を知 ・県内５地域（松江・出雲・浜田・益田・隠岐）で開催します。 ・

リスト化し、全高校へ提供します。・ ・地域内の高校も参加し、小・中・高校の連携を図ります。

（※１７年度に引き続き実施）啓 ○ 調査結果についてのリーフレット作成【 月頃】１０

。発 ・小・中学生の全保護者と、全小・中・高校に配布します。 ・さらに、小・中学校にも配布します

小学校 → 中学校 → 高等学校

〔小・中フォーラム ／ 高校フォーラム 相互参加〕ノ 学力向上フォーラム（

学力向上に成果をあげている県内各学校の優れた実践を発表するフォーラムです。ウ 成 ・

さらに、県外からも講師を招き先進的な取り組みを学びます。(２) 指 ハ 果 ・

の学 導 ウ
（上記）校 シ 共 ○「指導事例集」の発刊普 ● 学力向上対策リスト

成果のあがった実践例などを冊子にまとめ、 各高校の持つ優れたノウハウを、パ ス 有 及 ・ ・

すべての小・中学校と高校へ配布します。 県内すべての高校で共有します。ワ テ 化 ）

ム

ー

（地域人材の活用…小・中学校２１校）ア の ○ 学力向上サポート事業
改ッ

プ (３)善 学力向上パイオニアスクール 〔小・中学校２０校、高校３校〕
指

事 教・ ・学力向上に取り組むモデル的・先進的実践校として指定します。
導

業 員強
力

パ化 リーダーセミナー
向

ワ・指導的、中核的立場にある教員を対象としたセミナーです。
上 ー

・学力向上に有効なシステムや指導法について研究し、各学校での実践を図ります。
・

ア
授

ッ授業力向上セミナー〔中学・高校〕
業

プ・教科指導力向上のための実践的研修。 経験12～20年の全教員を対象に、３年間かけて行う予定。
改

事
善

業● 予備校研修プログラムへの教員派遣 〔高校〕
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